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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 18,348 ― 592 ― 599 ― 579 ―

20年3月期第3四半期 18,523 0.4 492 ― 469 ― 266 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 51.98 ―

20年3月期第3四半期 23.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 38,847 24,677 62.0 2,165.66
20年3月期 40,964 24,897 59.3 2,175.44

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  24,086百万円 20年3月期  24,272百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 12.00 12.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 15.00 15.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,400 △3.8 780 △39.1 740 △39.3 590 1.4 52.90

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

［（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4．その他をご覧下さい。］  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4．その他をご覧下さい。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
・上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後さまざまな要因によって上記予想数値と異なる
場合があります。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  11,200,000株 20年3月期  11,200,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  77,861株 20年3月期  42,417株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  11,152,918株 20年3月期第3四半期  11,162,080株
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(参考) 

平成21年３月期の個別業績予想(平成20年４月１日～平成21年３月31日) 

(%表示は対前期増減率)

 
(注)個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 有 
  
    ※業績予想の適切な利用に関する説明 

・上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績 

 は、今後さまざまな要因によって上記予想数値と異なる場合があります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,230 △5.5 630 △45.4 700 △34.2 650 30.4 58 28
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の金融危機に端を発した世界経済の急激な悪化
や円高に伴う輸出減少などから、国内企業の収益が急速に落ち込み、雇用状況も低落するなど一段と厳し
さを増しています。  
 主たる事業の放送業界では、景気悪化や個人消費の冷え込みから、広告活動に対する企業マインドが悪
化し、テレビ、ラジオ広告費ともに前年実績を下回る厳しい状況にあります。このような情勢のもと、当
第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高183億48百万円(前年同期比0.9%減)となりましたが、営業
利益は、テレビのデジタル設備の減価償却費の減少等により５億92百万円(前年同期比 20.1%増)、経常利
益は５億99百万円(前年同期比 27.5%増)となりました。また四半期純利益は土地の売却益等により５億79
百万円(前年同期比 117.9%増)となりました。  
セグメント別の状況は次のとおりです。 
  
①放送事業  
 放送事業は、収入125億45百万円(前年同期比2.6%減)、営業利益４億９百万円(前年同期比 52.9%増)と
なりました。利益の大幅増は、テレビのデジタル設備の減価償却費減少や社内の機構改革に伴うその他事
業部門への人員再配置による人件費減等によるものです。 
 テレビ部門は、収入108億72百万円(前年同期比3.1%減)となりました。全国的な広告投下量の減少によ
り、スポット収入は1.7%減、タイム収入は6.1%減となりました。業種別では、自動車などの輸送機器、薬
品、アルコール飲料などは伸びたものの、化粧品・洗剤、食品などの落ち込みをカバーできませんでし
た。 
 番組編成面では、ローカル編成の柱である「今日感テレビ」が15時台の第１部から18時台の第５部ま
で、ライバル局のローカルワイド番組を上回り、前年に引き続き高い視聴率を獲得しました。この結果、
全日帯の視聴率は8.3%、ノンプライム帯での視聴率は7.5%と共にエリア１位となりました。 
 ラジオ部門は、収入16億73百万円(前年同期比1.3%増)となりました。ラジオ投下広告費の減少により、
タイム収入が4.0%減となりましたが、積極的な営業活動によりスポット収入は7.6%増、新規イベントへの
積極的な取り組みにより制作収入は7.1%増となり、ラジオ部門全体では増収となりました。 
 番組編成面では、「RKBラジオまつり」や「RKBラジオカレッジ」の開催など、ラジオ番組と新規イベン
トのタイアップによりリスナー獲得に努めています。 
  
②システム関連事業  
 システム関連事業は、収入31億20百万円(前年同期比5.6%増)、営業損失２億６百万円(前年同期は営業
損失２億49百万円)となりました。  
 情報サービス産業の需要は好調であり積極的な営業活動を展開した結果増収となりましたが、中心とな
るソフトウェア開発部門での価格競争が厳しく、利益面では大きな改善には至りませんでした。  
  
③不動産事業  
 不動産事業は、収入10億80百万円(前年同期比3.3%増)、営業利益５億73百万円(前年同期比 3.7%増)と
なりました。  
 不動産テナント収入等が増加したことにより増収増益となりました。  
  
④その他事業  
 その他事業は、収入24億55百万円(前年同期比1.2%増)、営業損失１億82百万円(前年同期は営業損失75
百万円)となりました。  
 催事部門では、当社企画で全国を巡回する「吉村作治の早大エジプト発掘40年展」や「吉村作治の新発
見！エジプト展」をそれぞれ全国２会場で開催しました。携帯電話事業者と提携して運営していたプロ野
球「ホークス携帯サイト」の有料事業サイトが前年で終了したためコンテンツ部門で減収となり、加えて
前年７月に人員再配置による営業体制の強化を図ったため、人件費支出等が増加し、営業損失となりまし
た。  

  
(注)当連結会計年度については四半期会計基準等の適用初年度でありますが、「前年同四半期増減率」「前年同

四半期の金額」については参考情報として記載しております。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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(1) 資産、負債、純資産の状況  
 当第３四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べ21億16百万円減少し、388億47百万円となりまし
た。これは主に、固定資産の売却、受取手形及び売掛金の回収等により現金及び預金が２億21百万円、仕
掛品が３億70百万円増加したものの、回収により受取手形及び売掛金が16億12百万円、株価の下落により
投資有価証券が９億95百万円、減価償却等により有形固定資産が２億52百万円減少したことによるもので
あります。  
 当第３四半期末の総負債は、前連結会計年度末に比べ18億97百万円減少し、141億70百万円となりまし
た。これは主に、短期借入金が12億59百万円、株価の下落による評価益の減少により繰延税金負債が４億
12百万円減少したことによるものであります。  
 当第３四半期末の純資産は、前連結会計年度末に比べ２億19百万円減少し、246億77百万円となりまし
た。これは主に、四半期純利益等により利益剰余金が４億45百万円増加したものの、株価の下落によりそ
の他有価証券評価差額金が６億26百万円減少したことによるものであります。  

  

(2) キャッシュ・フローの状況  
 当第３四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１億91百万円(8.2%)増加し、
25億35百万円となりました。  
  
 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の回収による収入14億96百万円等により、20億42百万
円の獲得となりました。  
  
 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入３億27百万があるものの、有形
固定資産の取得による支出３億41百万円、投資有価証券の取得による支出１億76百万円等により、１億64
百万円の支出となりました。  
  
 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済による支出13億50百万円、長期借入金の返済
による支出１億72百万円等により、16億85百万円の支出となりました。 

  

当期における業績は、主たる事業である放送事業において、テレビ広告市況で予想以上の悪化が見込ま
れ、平成20年11月11日発表の連結業績予想を下回る見込みです。この結果、通期については、売上高254
億円、営業利益７億80百万円、経常利益７億40百万円、当期純利益５億90百万円を見込んでおります。 
  
(参考)平成20年11月11日発表の連結業績予想(通期) 
   売上 257億80百万円、営業利益 ９億80百万円、経常利益 ９億50百万円、当期純利益 ７億20百万円  

  
  

該当事項はありません。 
  

税金費用の計上については法定実効税率をベースとし、年間予測税率により計算しております。 
  

・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸
表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期
連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  
・当第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第9号)を適用
しております。これにより、従来の方法と比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益お
よび税金等調整前四半期純利益がそれぞれ17百万円減少しております。なお、セグメントに与える影響
は、当該箇所に記載しております。 

  
・当第１四半期連結会計期間より、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号)および「リ
ース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号)を早期適用し、所有権移転外フ
ァイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理から通常の売買
取引に係る方法に準じた会計処理に変更しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  
  

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部 

流動資産

現金及び預金 2,796 2,574

受取手形及び売掛金 3,079 4,691

有価証券 55 35

商品 112 27

仕掛品 426 56

貯蔵品 19 17

その他 2,835 2,793

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 9,320 10,190

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,376 8,557

機械装置及び運搬具（純額） 3,046 3,149

土地 13,321 13,331

その他（純額） 108 65

有形固定資産合計 24,852 25,104

無形固定資産 9 2

投資その他の資産

投資有価証券 3,832 4,828

その他 849 853

貸倒引当金 △15 △12

投資その他の資産合計 4,665 5,668

固定資産合計 29,527 30,774

資産合計 38,847 40,964

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 217 275

短期借入金 597 1,857

未払法人税等 236 215

その他 3,439 3,522

流動負債合計 4,492 5,870

固定負債

長期借入金 3,212 3,476

退職給付引当金 4,153 3,992

役員退職慰労引当金 81 415

負ののれん 81 92

その他 2,149 2,220

固定負債合計 9,678 10,196

負債合計 14,170 16,067

アール・ケー・ビー毎日放送（株）（9407）平成21年3月期第3四半期決算短信

－5－



  

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部 

株主資本

資本金 560 560

資本剰余金 4 4

利益剰余金 23,090 22,644

自己株式 △53 △31

株主資本合計 23,601 23,178

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 490 1,117

繰延ヘッジ損益 △5 △22

評価・換算差額等合計 484 1,094

少数株主持分 590 624

純資産合計 24,677 24,897

負債純資産合計 38,847 40,964
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  (2)【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日)

売上高 18,348

売上原価 11,714

売上総利益 6,633

販売費及び一般管理費 6,041

営業利益 592

営業外収益

受取利息 7

受取配当金 51

その他 63

営業外収益合計 122

営業外費用

支払利息 86

その他 28

営業外費用合計 115

経常利益 599

特別利益

固定資産売却益 315

移転補償金 170

特別利益合計 486

特別損失

固定資産除売却損 17

投資有価証券評価損 18

ゴルフ会員権評価損 19

その他 2

特別損失合計 58

税金等調整前四半期純利益 1,026

法人税等 477

少数株主損失（△） △30

四半期純利益 579
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 1,026

減価償却費 1,183

負ののれん償却額 △10

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2

退職給付引当金の増減額（△は減少） 161

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △334

受取利息及び受取配当金 △58

支払利息 86

固定資産売却損益（△は益） △315

移転補償金 △170

固定資産除売却損益（△は益） 17

投資有価証券評価損益（△は益） 18

ゴルフ会員権評価損 19

売上債権の増減額（△は増加） 1,496

たな卸資産の増減額（△は増加） △457

仕入債務の増減額（△は減少） △355

未収消費税等の増減額（△は増加） 75

未払消費税等の増減額（△は減少） △62

その他の資産の増減額（△は増加） △33

その他の負債の増減額（△は減少） 307

小計 2,598

利息及び配当金の受取額 58

利息の支払額 △60

法人税等の支払額 △553

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,042

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △29

有価証券の売却による収入 34

有形固定資産の取得による支出 △341

有形固定資産の売却による収入 327

投資有価証券の取得による支出 △176

投資有価証券の売却による収入 30

その他 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー △164

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,350

長期借入金の返済による支出 △172

配当金の支払額 △135

少数株主への配当金の支払額 △3

その他 △23

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,685

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 191

現金及び現金同等物の期首残高 2,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,535
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

   当社の事業区分の方法は、売上集計区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主要な内容 

 
３ たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

 当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会

平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を適用しております。これにより第３四半期連結累計期間の営業利益

は「システム関連事業」で17百万円減少しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)において、本国(日本)以

外の国又は地域には子会社および在外支店がないため該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)において、海外売上高が

ないため該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

放送事業 
(百万円)

システム
関連事業 
(百万円)

不動産事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

12,426 3,058 823 2,040 18,348 ― 18,348

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

119 62 256 415 853 (853) ―

計 12,545 3,120 1,080 2,455 19,201 (853) 18,348

営業利益又は営業損失(△) 409 △206 573 △182 593 (  1) 592

事業区分 主要な内容

放送事業
テレビ・ラジオの番組及びスポットCM販売 

テレビ番組・CM等の制作、テレビ番組制作スタッフ派遣

システム関連事業 ソフトウェア開発・販売・保守、受託計算、機器販売

不動産事業 不動産賃貸業、駐車場運営、ビル管理、不動産仲介

その他事業 産業・広報映画の制作、人材派遣、イベント企画・制作

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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【参考】

(1) (要約)前四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日)

区分 金額(百万円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 18,523 100.0

Ⅱ 売上原価 11,927 64.4

   売上総利益 6,595 35.6

Ⅲ 販売費及び一般管理費 6,102 32.9

   営業利益 492 2.7

Ⅳ 営業外収益 127 0.7

 １ 受取利息 7

 ２ 受取配当金 51

 ３ その他 68

Ⅴ 営業外費用 150 0.9

 １ 支払利息 138

 ２ その他 12

   経常利益 469 2.5

Ⅵ 特別利益 13 0.1

 １ 投資有価証券売却益 13

Ⅶ 特別損失 1 0.0

 １ 固定資産廃棄損 1

 ２ その他 0

   税金等調整前四半期純利益 482 2.6

   税金費用 255 1.4

   少数株主損失 △39 △0.2

   四半期純利益 266 1.4
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(2) (要約)前四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結累計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日)

区分 金額(百万円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 １ 税金等調整前四半期純利益 482

 ２ 減価償却費 1,406

 ３ 退職給付引当金の増加額(減少：△) 87

 ４ 役員退職慰労引当金の増加額(減少：△) 18

 ５ 受取利息及び受取配当金 △59

 ６ 支払利息 138

 ７ 固定資産廃棄損 1

 ８ 投資有価証券売却益 △13

 ９ 売上債権の減少額(増加：△) 1,446

 10 たな卸資産の増加額(増加：△) △412

 11 仕入債務の減少額(減少：△) △789

 12 預り敷金及び保証金の増加額(減少：△) 3

 13 未払消費税等の減少額(減少：△) △334

 14 その他営業資産の減少額(増加：△) 299

 15 その他営業負債の増加額(減少：△) 225

 16 その他 △7

    小計 2,491

 17 利息及び配当金の受取額 59

 18 利息の支払額 △116

 19 法人税等の支払額 △922

   営業活動によるキャッシュ・フロー 1,512

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 １ 定期預金の純増加額(増加：△) △270

 ２ 有形固定資産の取得による支出 △679

 ３ 有形固定資産の売却による収入 0

 ４ 投資有価証券の取得による支出 △20

 ５ 投資有価証券の売却による収入 121

 ６ その他 76

   投資活動によるキャッシュ・フロー △771

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 １ 短期借入金の純増加額(減少：△) 150

 ２ 長期借入金の返済による支出 △509

 ３ 配当金の支払額 △144

 ４ その他 △9

   財務活動によるキャッシュ・フロー △514

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額(減少：△) 226

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 2,146

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,372
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前第３四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

   当社の事業区分の方法は、売上集計区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主要な内容 

 
  

前第３四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日)において、本国(日本)以

外の国又は地域には子会社および在外支店がないため該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日)において、海外売上高が

ないため該当事項はありません。 

  

(3) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

放送事業 
(百万円)

システム
関連事業 
(百万円)

不動産事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

12,820 2,902 805 1,995 18,523 ― 18,523

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高

54 52 240 430 778 (778) ―

計 12,874 2,955 1,045 2,426 19,302 (778) 18,523

営業利益又は営業損失(△) 267 △249 552 △75 494 ( 1) 492

事業区分 主要な内容

放送事業
テレビ・ラジオの番組及びスポットCM販売 

テレビ番組・CM等の制作、テレビ番組制作スタッフ派遣

システム関連事業 ソフトウェア開発・販売・保守、受託計算、機器販売

不動産事業 不動産賃貸業、駐車場運営、ビル管理、不動産仲介

その他事業 産業・広報映画の制作、人材派遣、イベント企画・制作

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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【個別経営成績(累計)】                      (%表示は対前年同四半期増減率) 

 
  

 
  

【個別財政状態】 

 
  

【個別売上明細】 

 
  

(注)１ 四半期個別財務諸表は法定開示におけるレビュー対象ではありません。 

２ 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する

   会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規 

  則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

３ 当事業年度については四半期会計基準等の適用初年度でありますが、「前年同四半期増減率」「前年同四半

  期の金額」については参考情報として記載しております。 

  

(4) 平成21年３月期第３四半期の個別業績(平成20年４月１日～平成20年12月31日)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 21年3月期第3四半期 14,500 △2.3 745 12.1 868 41.8 766 149.5

 20年3月期第3四半期 14,841 △1.5 664 ─ 612 ─ 307 ─

１株当たり   
四半期純利益

潜在株式調整後  
１株当たり   
四半期純利益

円   銭 円 銭

 21年3月期第3四半期 68 75 ─

 20年3月期第3四半期 27 53 ─

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円   銭

 21年3月期第3四半期 34,177 22,043 64.5 1,981 96

 20年3月期 35,871 22,041 61.4 1,975 51

前第３四半期累計期間
(自 平成19年４月１日 
 至 平成19年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日)

増減

金額(百万円) 百分比(%) 金額(百万円) 百分比(%) 金額(百万円) 増減率(%)

 テレビ収入 11,223 75.6 10,872 75.0 △ 351 △ 3.1

 ラジオ収入 1,651 11.1 1,673 11.5 22 1.3

不動産事業収入 739 5.0 755 5.2 16 2.2

その他事業収入 1,226 8.3 1,199 8.3 △ 27 △ 2.2

合計 14,841    100.0 14,500 100.0 △ 340 △ 2.3
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